2013年度　11月度審判部月例勉強会　参加報告　　　　　　　　　　　 2013.11.6　近藤
日時；2013年11月2日（土）　18：30～20：50

会場；中野区商工会3F会議室
　
□ 国体報告について（先月に引続き）
1．54年ぶりの東京での国体支援、特に問題なく終えることが出来ました。
⇒ 関係者の皆さんにおきましては、大変ご苦労様でした。
2．6市行政と審判部関係者での反省（報告）会がありました。
⇒ 観客動員数：6会場合計で約、25.000人
　 他の競技に比較すると、野球大会については行政役員、審判員、観客の関係がとても良かったとの総評も頂きました。
· 国体に参加された審判員方々の感想ついて
· 国体といった特別な大会だけあって、出場チームそれぞれに試合への意気込みがひしひしと伝わってきました。
· 選手たちのワンプレイに対する集中力の凄さに圧倒されました。
· ゲーム終了時の仕事をやり終えた審判員皆さんの満足感が伝わってきました。
· 試合前のクルーミティングの大切さ ⇒ 審判員個々の責任範囲の徹底を図った。

· ボーク時での各審判員の同調。

· タイム（ボールデッド）中でのアピール対応 ⇒ プレイ再開後の取扱い。

· ナイトゲームになったときの線審メカニクスの指導。
· 貴重な経験をさせて頂きました。

· ミズノトーナメント（山梨県開催）に参加して
· エンドランスクイズ（走者3塁）の際に、打者がバットを離して（投げて）ボールに触れた場合の裁定は？（この時、打者の両足はバッターボックス内にあった）。
⇒ 守備妨害を取れるのか？／ボールインプレイで成り行きとしますか？
· 走者2塁で遊撃手定位置に送球は《ボーク》です。（但し、遊撃手が少しでも2塁キャンバスよりに動き、牽制のための送球と認めた場合、ボールインプレイとして成り行きとなる）
· 第31回東京都学童軟式野球大会新人戦の報告
本日11／2（土）準決勝、決勝戦が稲城中央公園野球場にて行なわれ、大会が無事終了しました。成績結果については、優勝：江東支部／深川ジャイアンツＢ（羽村連盟で審判対応したチーム）、準優勝：足立支部／レッドファイヤーズ。
· 秋季軟式野球大会（今年最後の東連開催の大会となります）の報告
①．最終試合予定日：11／24府中市民球場となっております。
②．対応審判員のドタキャンだけは、他の審判員を含め、大変な迷惑となってますので
　　絶対にしないでください。

· 今年度のまとめ、その他
1． 月例勉強会での内容が、実際の現場（試合）で活かされるように。
2． 審判（クルー）相互でのサイン取決めをしっかり
　　⇒ 決して目立つことなく、さり気無く行なうように
3． 来年もまた、2月に審判技術講習会を予定しておりますので参加願います。

4． 国体で≪全体的に見て、特に問題がなく≫と言った好評がありますが、実は《そこにプレイ》が行なわれなかったので、偶々問題にはならなかっただけで、もし《そこでプレイ》が起きておれば、どうなったか？の場面も多々会ったのではないでしょうか。

⇒《プレイ》とは、ボールと走者が重なり会うこと。裁定を下す機会。

5． 捕手へのファウル飛球がミットを弾き、偶然プロテクタの中に入ってしまい、その　

　　後、ボールを素手で掴んだ。其の時のジャッジ裁定は？
　　⇒ 参照：公認野球規則P.15～ 2.15（捕球の定義の【注】）で確認ください。
6． アピールのための投手からの送球に対しては、「ボーク」としない。
⇒ 学童大会等では、アピールの仕方を知らない選手がいるので其の時には、『如何したの？』とか、優しく声掛けをして確認しましょう。
7． 審判ライセンス制度が始まります。

（来年度登録、再来年実施予定の計画となっております）
8． 各支部での若者たちの審判員育成に一考を。

9． プレイの予測、見極めがしっかりと出来るように。

10． 経験談（反省や失敗ほか）等の記録、記憶をしっかり、頭の隅にでも留めて置けるべく『審判ノート』を作るのも良いのでは・・・・・？
11． 審判の原則について

⇒ 公認野球規則／9.00審判員（P.135～）、審判員に対する一般指示（P.140～）。競技者必携／審判員のために（P.144～）。以上の項目を見直し、再認識を。
· 来年度は、執行役員、審判部体制等が改選になります。

月例勉強会に関しては、これまで同様実施していきます。内容等に関してのご意見、ご希望他、ありましたら匿名でも結構なので宜しくお願いします。
□ 今年一年、大変ご苦労様でした。

最後になりますが、今年1年間大変ご苦労さまでした。
皆さまにおかれましては、身体に充分気をつけて頑張ってください。
また、来年度も引続き、宜しくお願いします。
以上

